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会議議事録
作 成 日 令和 7年 1月 15 日(水)

作 成 者 事務局

事務局

商工振興課

課長 小島拓

商工振興課

係長 成塚弘幸

商工振興課

主任 近藤誠生

会 議 名 第１回邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会

開催日時 令和 7年 1月 9日(木) 09:55-11:15 開催場所 邑楽町役場 101・102 会議室

出 席 者

【委員長】

関口春彦（邑楽町副町長）

【副委員長】

中村正明（関東学園大学経済学部経済学科教授）

【委員】

相澤均（東部振興局長）

岡田勇一（邑楽町商工会副会長）

田村友莉香（ミニショップ代表）

小倉照夫（Silk Story Japan 代表）

篠田悦代（群馬銀行邑楽町支店長）※代理出席：山本氏（群馬銀行邑楽町支店）

中村武正（館林信用金庫邑楽町支店長）

小林淳一（邑楽町教育委員会）

斎藤順一（邑楽町役場財政課長）

【事務局】

小島拓、成塚弘幸、近藤誠生（商工振興課）

【委嘱状・任命書交付】

橋本光規（邑楽町長）

会議進行
１.開会 ２.邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会の委嘱 ３.議題 ４.報告事項

５.その他

議 事 １．開会

２．邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会の委嘱

（１）委嘱状・任命書の交付

（２）町長あいさつ

（３）委員及び事務局の自己紹介

（４）委員長及び副委員長の選任

３．議題

（１）委員長あいさつ

（２）議事録の公開について

４．報告事項

（１）邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会について・・・資料１

（２）邑楽町シンボルタワーの施設について・・・資料２

５．その他
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議事 発言者 内容

１．開会 事務局 年始めのお忙しい中、ご参集いただき感謝申し上げる。

この検討委員会は、シンボルタワーの存続または廃止を含めた、タワーの将

来の在り方を検討及び議論をしていただき、方向性を決めていくことが目

的である。慎重審議をお願いしたい。

２．邑楽町

シンボルタ

ワー在り方

検討委員会

の委嘱

橋本町長

事務局

（１）委嘱状・任命書の交付

橋本町長より、委員へ交付。

（２）町長あいさつ

シンボルタワーの建設についてですが、当時の竹下登総理によるふるさと

創生の１億円事業というものがあり、邑楽町へも１億円が配分された。使い

道を決めていく中で、平成元年に町民の方にアイデアを募ったところ、平地

の邑楽町にシンボルになるような高いタワーをということで建設が決まっ

た。

建築は平成４年度から始まり、平成５年度に開館した。それから約 30年以

上が経過し、近年は老朽化が深刻な問題となっている。

町では修繕も検討してきたが、億単位の修繕費もかかる。そのことから、シ

ンボルタワーの今後の在り方についてどのような方向性を示すべきかとい

うことを、町だけで決めるのではなく、利用者や有識者など様々な方から多

角的な意見を頂戴したい。

（３）委員及び事務局の自己紹介

省略

（４）委員長及び副委員長の選任

事務局に腹案がある。提案してよいか。

→異議なしの声あり

委員長に関口副町長、副委員長に中村教授を提案する。

→質疑なし。承認。

３．議題 委員長

事務局

（１）委員長あいさつ

町長の話にもあったが、開館後 30 年以上経過していて、老朽化が問題とな

っている。どのような形がいいのか委員の意見を聞いていきたい。今回は事

務局より、シンボルタワーの概要を説明を聞いていただき、次回の会議以降

に意見をいただきたいと考えている。

（２）議事録の公開について

検討委員会を全３回を予定しており、最終的には委員よりいただきた意見

をまとめて、町へ答申書として提出を予定している。その際に、町 HP等へ

会議の経過や資料を公開したいと考えている。公開の有無について委員に

審議していただきたい。

→質疑なし。承認。
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議事 発言者 内容

４．報告事

項

事務局

委員Ａ

委員Ｂ

事務局

（１）邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会について【資料１】

資料１に基づき説明。

①邑楽町シンボルタワー在り方検討委員会設置要綱について

→多角的な視点から現状分析を行い、存続及び廃止を含めたシンボルタ

ワーの将来の在り方を検討し、その結果を町長へ報告することを目的と

している。

②検討委員会設置に至る経緯について

→令和２年３月議会にて、雨漏りの改修工事調査設計業務委託の予算説

明をした。その際、議会から雨漏りだけでなく、他の要素も取り込ん

でやるべきとの提案を受けた。

③トライアル・サウンディングについて

→議会からの提案を受けて、令和４年度から令和５年度にかけて、トラ

イアル・サウンディングを実施し、民間事業者から意見を徴収した。

実績については、資料のとおり。

④今後の日程について

→第２回を令和７年１月 30 日（木）、第３回を令和７年２月 20日（木）

に予定している。

【質疑】

代理出席になる可能性があり、意見は第２回の会議をまたずに事前に送付

してもよいか。

【回答】

事前に送付していただいて構わない。

【質疑】

令和２年度雨漏り工事はやっていないのか？

【回答】

していない。営業に支障がでる部分の雨漏りは適宜修繕を行っている。

雨漏りが躯体に問題がないことは確認している。

（２）邑楽町シンボルタワーの施設について

資料２に基づき説明。

①シンボルタワーの建設について

→ふるさと創生１億円事業で民主主導型で建設された。町民のふるさと意

識の高揚を図り、邑楽町の象徴として建設された。

②運営体制について

→町の直営運営。会計年度任用職員１名と高齢者活力センター職員１名の

合計２名で運営している。

③来場者数について

→詳細は資料のとおり。トライアル・サウンディングを実施した、令和４年

度と令和５年度は増加傾向。

④建設費について

→合計 5億 1432 万 9300 円。

⑤直近５年の収支表について

→毎年、約 200 万円弱の赤字。歳出歳入の説明。

⑥各種条例について

→今後の方向性によっては、改正が必要になってくる。
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議事 発言者 内容

委員Ｃ

事務局

委員Ｃ

事務局

委員Ｃ

事務局

委員Ｄ

事務局

⑦邑楽町最上位計画（総合計画）について

→中学３年生に邑楽町の魅力的な「場所」や「もの」についてアンケートを

とったところ、おうら祭りについで全体の２位にシンボルタワーが入っ

ていた。

⑧大洗町訪問について

→大洗マリンタワーは建築年数や高さ形が似ているので、以前訪問してお

り、その訪問のまとめについて説明。

【質疑】

この検討委員会は、まずはシンボルタワーが必要か必要では無いかを検討

して、結果を町長へ報告することでよいか。必要となった場合、どのような

事業をしていくのかを検討するのはまた別ということか。

【回答】

そのとおり。存続が決定すれば、また来年度以降、別の機会で検討していく。

【質疑】

現在の収益の赤字を今後、黒字にしていくような事業を検討していくのか。

【回答】

赤字が少なくなるのはいいこと。しかし、行政が運営しているので、お金に

現れない効果があると思う。（ふるさと意識の高揚など）収支を黒字にする

のが目的ではない。

【質疑】

意見を様々な方に聞いたうえで次回提案をしたい。今回の資料等を見せて

もいいのか。

【回答】

最終的には HP 等には公開する予定であるので、見せていただいても構わな

い。

【質疑】

タワーが建設後、役場等が同じエリアに建設されたと思う。そういった計画

があったのか。

【回答】

公共施設をこのエリアに集約する計画があり、シンボルタワーがその中で

最初に建設された。

５．その他 事務局 ①提出書類について

→会議終了後、第１回の通知に同封した、承諾書等の提出書類の提出をお願

いしたい。

②次回の会議通知について

→第２回の会議通知について、会議終了後お渡しする。

③シンボルタワー見学について

→会議終了後、時間のある方はシンボルタワーをご案内する。


